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会　報　送　付　申　し　込　み　方　法 
「宛先」miwakai@hagoromo.ac.jp
「件名」会報希望
「本文」会報送付先（〒住所　氏名　短大〇期　専攻）　

FAX
「FAX 番号」072-265-3091
「本文」美羽会　会報希望
 会報送付先（〒住所　氏名　短大〇期　専攻　会員番号）　

TEL

「電話・留守番電話」072-265-3091

ハガキ

「宛先」�〒 592-8344　堺市西区浜寺南町 1-89-1　   
　羽衣国際大学　美羽会行　　　　　　

「裏面」会報希望
送付先（〒住所　氏名　短大〇期　専攻　会員番号）　

※�「会員番号」は、この会報の封筒宛名の右下の数字になっ
ております。

※�短大 18 期以降、四大、準会員・特別会員の皆様にはこ
れまで通り送付させていただきますが、送付を希望され
ない方はお手数ですがご一報の程お願い申し上げます。

※�今回会報送付継続されなかった方でも、ご連絡をいただ
きましたら再度お送りいたします。

※�なお、会報は美羽会ホームペ－ジでも読むことができま
す。（右記に手順を記しています）

＊同姓同名の方がいらっしゃいますので、会員番号をご記載ください

E メール

①　お手許に会員番号をご用意ください
②　「会報の送付を希望します」〒住所　氏名　短大〇期　専攻
③　最後にお電話番号をお知らせください。

携帯
パソコン

から

携帯・パソコンから会報を読む手順

「ダウンロ－ド
はこちら」
をクリック

美羽会 検索

羽衣国際大学・羽衣
学園短期大学同窓会
『美羽会』へようこそ！

美羽会

上部項目「会報」
をクリック

１

2 3

クリック

クリック ４

「美羽会」と検索

�留守番電話は、ゆっくり大きな声で
はっきりとお願いします。

大 切 な お 知 ら せ
　今日まで会報誌「美羽」 は、卒業生全員を対象としてお届けしてまいりました。
　しかし近年、住所不明での返送数が増えております。昨今の物価高騰もふまえ、引
き続き会報の送付を希望される短大 1期（昭和 41年卒）～ 17期（昭和 57年卒）の皆
様にご協力いただき「送付継続希望」の連絡をお願いすることになりました。
　つきましては大変お手数ですが、会報送付継続希望者は下記申込要領にて令和 6年
10月末日迄にご一報くださいますようお願い申し上げます。
※ �1 期～ 17 期の卒業時同窓会費￥1.000 ～￥3.000 納付時代と、その後の会費との極端に差がある期

を対象とさせていただいております。継続申込をされない方は発送を停止させていただきます。

美 羽 会 宛美 羽 会 宛
メール画面メール画面
が開きますが開きます
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◆
表
紙
画
タ
イ
ト
ル

　
「
キ
ン
カ
チ
ョ
ウ
と
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
」

◎
古
谷
嵐
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

一
九
九
九
年
生
ま
れ　

　

�

二
〇
二
〇
年
よ
り
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
に
て
制
作
活
動

を
始
め
る

　

�

色
鉛
筆
や
ク
レ
パ
ス
を
使
い
、
鳥
や
な
じ
み
の
あ

る
景
色
な
ど
を
描
く
事
が
多
く
、
ぷ
っ
く
り
し
た

鳥
が
彼
ら
し
い
表
現
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

表
紙
（
作
者
紹
介
）

【
美
羽
宝
生
会
】

泉　
　

紀
子	（
名
誉
教
授
）

松
田　

久
雄	（
元
教
授
）

濱
下　

恭
子	（
短
３
期
）

阪
本　

高
子	（
短
26
期
）

橘　

美
千
子	（
四
12
期
）

河
本　

真
奈	（
四
12
期
）

三
好　

祐
也	（
四
13
期
）　

村
尾
朋
ノ
香	（
卒
業
生
子
女
）

【
卒
業
生
】

大
島
満
智
子	（
短
２
期
）

松
下　

和
美	（
短
３
期
）

木
村
千
鶴
子	（
短
３
期
）

都
我　

晴
美	（
短
４
期
）

久
次
千
保
子	（
短
４
期
）

町
谷　

恭
子	（
短
４
期
）

谷　
　

悦
子	（
短
９
期
）

稲
田　

裕
子	（
短
12
期
）

花
川　

賀
美	（
短
13
期
）

中
村　

正
代	（
短
13
期
）

松
川
由
紀
子	（
短
13
期
）

一
筆　

佳
子	（
短
15
期
）

宮
﨑　

和
子	（
短
15
期
）

辻
中　

千
景	（
短
18
期
）

廣
川
す
が
子	（
四
１
期
）

堺　
　

み
ほ	（
四
６
期
）

匿
名
希
望　

	（
短
19
期
）

匿
名
希
望　

	（
短
26
期
）

●
ご
寄
付
下
さ
っ
た
方
々
（
敬
称
略
）

ご
寄
付
お
礼

ご
寄
付
お
礼

順
不
同　

敬
称
略

　

昨
年
度
も
多
く
の
皆
様
の
ご
厚
志
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
ひ
と
方
ず
つ
お
礼
の
言
葉
を
申
し
上
げ
る
べ

き
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
紙
面
を
通
し
て
お
礼
い

た
し
ま
す
こ
と
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
の
ご
寄
付
に
関
し
ま

し
て
も
、
払
込
み
時
の
受
領
書
を
領
収
書
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
但
し
、
領
収
書
が
必
要

な
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
美
羽
会

に
対
し
ま
し
て
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

合
計
額　

拾
四
萬
九
阡
圓

（
令
和
5
・
４
・
１
～

6
・
３
・
31
）　

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
新
体
制
と

な
っ
て
三
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

先
ず
は
、
北
陸
地
方
に
お
住
ま
い
の
皆
様
、
台

湾
に
お
住
ま
い
の
皆
様
、
先
般
の
地
震
に
よ
り
大

変
怖
い
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
、
美
羽
会
の
絆
を
深
め
る
た
め
「
デ

リ
バ
リ
ー
同
窓
会
」
と
称
し
、
希
望
者
の
多
い
地

に
て
同
窓
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
答
え
く
だ
さ
っ
た
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
が
届
い
た
地
域
の
皆

様
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
が
開
催
す

る
同
窓
会
に
お
い
て
も
支
援
し
、
卒
業
後
の
交
流

の
き
っ
か
け
に
な
る
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
を
予
定
さ
れ
て
い
る
会
員
の
方
か

ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
短
大
一
期
か
ら
短
大
十
七
期

の
皆
様
に
は
、
お
手
数
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

右
ペ
ー
ジ
の
『
大
切
な
お
知
ら
せ
』

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
会
報
送
付
継

続
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
一
報
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
何
卒
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

役
員
一
同
、
同
窓
会
美
羽
会
の

世
代
を
超
え
た
絆
を
繋
い
で
い
く

た
め
に
、
ま
た
、
会
員
の
親
睦
を

深
め
母
校
に
寄
与
す
る
た
め
衆
知

を
結
集
し
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
の
ご
支
援
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

美羽会会長
短 13 期英文　

花川　賀美

会
長
ご
あ
い
さ
つ 
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美
羽
会
の
会
員
の
皆
様
、
平
素
よ
り
大
学
運
営

等
に
お
い
て
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

羽
衣
国
際
大
学
学
長
の
中
川
恵
で
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
男
女
共
学
の
四
年
制
大
学
と
な
っ
て
二
二

回
目
の
春
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

去
る
三
月
二
十
日
の
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与

式
で
は
、
現
代
社
会
学
部
一
五
一
名
、
人
間
生
活

学
部
一
一
六
名
、
合
計
二
六
七
名
が
卒
業
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
学
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
最
中
に
入
学
し
、

入
学
し
た
当
初
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
続
き
苦
労

し
た
学
年
で
し
た
が
、
そ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
し
た
勉
学
に
励
み
、
無
事
社
会

へ
と
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

美
羽
会
様
に
は
卒
業
生
組
織
の
枠
を
超
え
、
在

学
生
に
対
し
て
も
、
多
く
の
ご
支
援
を
頂
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。
共
生
よ
り
む
し
ろ
分
断
へ
と
向
か

う
世
界
の
な
か
で
山
積
す
る
様
々
な
課
題
を
解

決
し
、
周
り
の
人
々
の
役
に
立
つ
こ
と
の
で
き
る

知
識
と
技
術
を
本
学
で
身
に
つ
け
た
学
生
た
ち
を

送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
生
の
中
に

は
数
年
前
に
始
め
た
特
待
制
度
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
び
英
検
一

級
を
取
得
し
た
学
生
や
、
在
学
中
に
在
京
ブ
ル
ガ

リ
ア
大
使
館
主
催
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
、

華
や
か
な
自
作
の
ド
レ
ス
で
ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
歩
い

た
学
生
も
お
り
ま
し
た
。
本
学
で
他
者
の
気
持
ち

を
思
い
や
る
「
想
像
力
」
と
新
た
な
価
値
を
生
み

出
す
「
創
造
力
」
の
両
方
を
備
え
て
巣
立
っ
た
卒

業
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
共
生
社
会
を
築

い
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
美
羽
会

様
か
ら
、
日
本
人
学
生
、
留
学
生
の
両
方
に
対
し
、

有
形
無
形
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
賜
物
と
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
今
春
、
二
学
部
併
せ
て
三
四
〇
名
（
内

三
年
次
編
入
生
九
名
）の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

小
規
模
な
が
ら
「
世
界
を
感
じ
る
大
学
」
と
な
る

よ
う
数
年
来
留
学
生
の
多
国
籍
化
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
韓
国
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

の
環
太
平
洋
地
域
や
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、
ス

リ
ラ
ン
カ
な
ど
南
ア
ジ
ア
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
な

ど
の
中
央
ア
ジ
ア
の
在
学
生
に
加
え
、
今
年
度
は

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
も
留
学
生
を
迎
え
ま
す
。

日
本
人
学
生
、
留
学
生
を
問
わ
ず
ひ
と
つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
異
な
る
文
化
的
背
景
を
持
つ
友
人
を
見

つ
け
、
多
様
な
文
化
に
触
れ
る
経
験
や
、
実
際
に

海
外
に
留
学
す
る
経
験
は
、
卒
業
後
も
続
く
彼
ら

の
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
糧
と
な
り
ま
す
。
幸
い

コ
ロ
ナ
禍
も
ほ
ぼ
終
息
し
、
海
外
に
留
学
す
る
学

生
数
も
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
小
規
模
大
学
の
良
さ
を
生
か
し
、

一
人
一
人
の
学
生
の
夢
を
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ

て
支
援
い
た
し
ま
す
。

　

美
羽
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
も

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
元
堺
に
於
い
て
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

四
大
卒
業
生
に
は
懐
か
し
い
齋
藤
努
名
誉
教

授
・
佐
々
木
美
絵
客
員
教
授
ご
夫
妻
、
三
村
正
治

元
理
事
・
元
学
長
、
岸
本
幸
臣
法
人
監
事
・
元
学

長
、
西
村
公
子
法
人
理
事
・
元
教
授
、
泉
紀
子
名

誉
教
授
、
村
上
清
身
名
誉
教
授
他 

学
園
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
々
や
、
創
立
者 

島
村
育
人
先
生
の

大
姪
に
あ
た
る
方
も
ご
臨
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
評
論
家
で
法
政
大
学
名
誉
教
授
の
「
尾
木

マ
マ
」
こ
と
尾
木
直
樹
先
生
が
「
激
変
す
る
日
本

の
教
育
―
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
Ａ
Ｉ
時
代
を
生
き

る
力
―
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
学
園
百
年
の
歴
史
を
辿
る
学
生
制
作
の

映
像
上
映
が
あ
り
、
今
日
ま
で
の
校
舎
や
学
校
行

事
の
変
遷

を
垣
間
見

る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
、

高
校
ダ
ン

ス
部
の
若

さ
溢
れ
る

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が

会
場
を
沸

か
せ
、
祝

賀
会
を
盛

り
上
げ
ま

し
た
。 祝

学
校
法
人
羽
衣
学
園
創
立
百
周
年

羽
衣
国
際
大
学
開
学
二
十
周
年

令
和
５
年
10
月
21
日
（
土
）

於
）
ホ
テ
ル
ア
ゴ
ー
ラ
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

羽衣国際大学学長

中川　恵

学
長
ご
挨
拶
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佐藤芳子先生のお名前が出ると英語の授業を受けられた皆様には懐かしい風景が蘇ってこられませんか　
WORDSWORTH や KEATS。British English で透き通った先生の声

いただいたお便りで想い出を手繰り寄せてください

‘On the Grasshopper and Cricket’より‘On the Grasshopper and Cricket’より
The poetry of earth is never dead:The poetry of earth is never dead:

 When all the birds are faint with the hot sun, When all the birds are faint with the hot sun,

And hide in cooling trees, a voice will runAnd hide in cooling trees, a voice will run

From hedge to hedge about the new-mownFrom hedge to hedge about the new-mown

                                            mead；                                            mead；

　　　　　           　                      J.KEATS　　　　　           　                      J.KEATS  

‘I wandered lonely as a cloud’より‘I wandered lonely as a cloud’より
That floats on high o'er vales and hills,That floats on high o'er vales and hills,

When all at once I saw a crowd,When all at once I saw a crowd,

A host, of golden daffodils;A host, of golden daffodils;

Beside the lake, beneath the trees,Beside the lake, beneath the trees,

Fluttering and dancing in the breeze.Fluttering and dancing in the breeze.

　　　　　           　 W. WORDSWORTH　　　　　           　 W. WORDSWORTH

80 歳を超え、当然のことながら“老齢はあらゆる自惚れ心を打ち負かす”を痛感する日々です。
でも、ロマンチストからペシミストへと変質しながらも、矛盾することに、私は今や、“遊びやせんとぞ
生まれけん”の日々、気楽というか、馬鹿みたいな人生を楽しんでいます。
退職後、あまり読んでいなかった日本の古典文学を乱読し、本が好きでなかったら、老後はなんとつまら
ない人生だったろうと思うことです。唯一続けていた詩作も、我ながらくだらないと思うものしか書けな
くなり、まだあがいていますが、これだけは悲しいです。
　人との付き合いは煩わしく、文学が最後まで友として残ってくれたこと、自然がすきなこと、弦楽器が
すきなこと、健脚（時々、歩く会を利用して、文学・歴史散策を楽しんでいます）であることに感謝して
います。最近は能楽鑑賞も楽しみに加わりました。
　読む気力がなくなったら、最後は楽しい夢を見ながら次の世界へ移行しようと思っていますが、その時
に夢見る能力が残っていることを祈るばかりです。
　このように何も書くことがないのに、原稿を引き受けてしまった老化の愚かさを自覚しながらも、今し
ばらくは、樹々に囲まれた山の上の家と喜寿の年に契約した老人ホーム（全く自由で、賃貸住宅と同じな
ので、セカンドハウスとして利用しています）の間を気ままに行き来しながら、限りなく透明人間（比喩）
となって過ごしていきたいです。
　卒業生のみなさんが、それぞれの年齢に応じ、居心地のよい場所を見つけて、人生を楽しんでいかれる
ことを、願っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2023 年 12 月 10 日

お 元 気 で す か

佐藤　芳子 羽衣国際大学元教授・同名誉教授
元羽衣学園短期大学教授

（文学科英文専攻）
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ア
ッ
と
い
う
間
の
様
に
も
思
い
ま
す
。
卒
業
後
、

徳
島
に
帰
り
父
の
跡
を
継
ぎ
、
伝
統
的
工
芸
品
で
あ

る
陶
器
の
焼
物
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。
陶
工
の
履
歴

の
中
に
、
羽
衣
短
期
大
学
卒
業
と
入
れ
て
お
り
ま
し

た
ら
、
羽
衣
を
卒
業
さ
れ
た
方
が
、
た
ま
た
ま
梅
里

窯
に
来
店
。「
マ
ァ
、
同
じ
大
学
の
卒
業
生
」
と
喜

ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
、
ま
た
私
の
作
っ
た
大
谷
焼
を

購
入
、
再
度
友
人
を
誘
っ
て
、
梅
里
窯
に
お
い
で
下

さ
っ
た
方
。
羽
衣
学
園
の
卒
業
生
の
方
々
は
逞
し
く

て
優
し
さ
が
い
っ
ぱ
い
な
ん
で
す
。
昔
か
ら
そ
の
よ

う
な
校
風
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
学
校
に
出
会
え
た
事
に
感
謝
で
す
。

私
の
窯
元
の
名
前
は
「
大
谷
焼　

陶
業
会
館　

梅

里
窯
」。
小
さ
な
窯
元
で
す
が
、
跡
を
継
い
だ
息
子

が
20
代
の
時
、
テ
レ

ビ
東
京
「
Ｔ
Ｖ
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
2
（
陶
芸

王
選
手
権
）」
で
優
勝

い
た
し
ま
し
た
。
そ

し
て
大
谷
焼
で
一
番

年
の
若
い
伝
統
工
芸

士
の
資
格
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
テ

レ
ビ
東
京
の
「
Ｔ
Ｖ 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
2
」

を
ご
覧
に
な
っ
た

方
々
が
日
本
の
各
地

か
ら
陶
芸
を
習
い
に

来
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
入
り
、
四
国
以
外
の

方
は
足
が
遠
の
き
ま
し
た
。
な
に
し
ろ
月
に
一
度
、

２
日
・
３
日
ホ
テ
ル
住
ま
い
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

で
も
最
近
は
メ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
る
程
度

基
本
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
方
は
メ
ー
ル
で
の
質

問
が
で
き
ま
す
。
と
く
に
遠
い
イ
ギ
リ
ス
に
お
住
ま

い
の
方
か
ら
は
、
時
々
自
分
で
焼
き
上
げ
た
作
品
の

写
真
を
送
っ
て
来
ま
す
。
そ
ん
な
便
利
な
時
代
に
な

り
ま
し
た
。

11
月
の
第
二
土
曜
日
・
日
曜
日
は
大
谷
焼
の
窯
祭

り
で
す
。
二
割
引
、
三
割
引
も
あ
り
、
遠
く
か
ら
の

お
客
様
も
た
く
さ
ん
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
す
。
ど
の

窯
元
も
良
い
作
品
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
今
年

の
窯
祭
り
に
は
75
歳
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
友
人
が

言
い
ま
す
。「
悦
光
さ
ん
が
死
ぬ
時
は
ロ
ク
ロ
で
マ

グ
カ
ッ
プ
な
ん
か
を
作
り
な
が
ら
だ
ろ
う
ね
」っ
て
。

そ
ん
な
最
期
を
迎
え
る
の
も
良
い
か
な
っ
て
思
う
歳

に
な
り
ま
し
た
。

趣
味
で
お
芝
居
を
し
た
り
、
藍
染
を
し
た
り
、
幸

せ
に
楽
し
く
暮
ら
し
て
き
た
日
々
に
感
謝
で
す
。

追
伸　
　

来
年
は
辰
年
で
す
。
今
年
中
に
来
年
の

干
支
を
一
個
ず
つ
手
作
り
で
作
り
ま
す
。
手
作
り
な

の
で
大
量
生
産
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
大
き

さ
や
、
動
き
、
顔
の
表
情
が
好
き
に
作
れ
る
の
で
楽

し
い
で
す
。
作
っ
て
い
る
時
は
無
心
に
な
り
ま
す　

長
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
も
５
類
感
染
症
に
な
り

日
常
生
活
が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
が
羽
衣
中
学
か
ら
短
期
大
学
ま
で
通
っ
て
い

た
８
年
間
も
い
つ
し
か
53
年
前
に
な
り
ま
す
。
現

在
は
男
女
共
学
に
な
り
、
百
周
年
と
少
子
化
に
な

り
な
が
ら
も
運
営
に
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
た
歴
代

の
役
員
、
多
く
の
先
輩
方
々
に
敬
意
と
謝
意
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
に
寄
稿
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
っ
た

経
緯
を
少
し
書
か
せ
て
頂
き
ま
す
と
、
私
は
香
川

県
高
松
市
に
住
ん
で
い

ま
し
て
、
四
国
在
住
会

員
の
同
窓
会
を
四
国
で

開
催
す
る
か
否
か
で
美

羽
会
か
ら
お
便
り
が
届

き
、
私
は
「
参
加
」
で

出
し
た
と
こ
ろ
、
14
名

い
ら
っ
し
ゃ
る
中
で
私

だ
け
だ
っ
た
の
か
?!
四

国
で
の
開
催
は
出
来
な

い
旨
の
お
返
事
だ
っ
た

の
で
驚
き
、「
折
角
の

こ
の
ご
縁
を
大
切
に
」

と
寄
稿
を
依
頼
さ
れ
、
ま
た
驚
き
ま
し
た
が
、
四

国
で
元
気
に
頑
張
っ
て
い
る
様
子
が
伝
わ
れ
ば
と

思
い
お
便
り
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
時
代
は
多
く
の
友
や
親
友
も
出
来
、
勉
強

は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
か
せ
ず
将
来
の
事
も
心
配
せ

ず
、
お
気
楽
に
８
年
間
平
和
に
過
ご
し
た
記
憶
し

か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
生
と
は
一
生
気
楽
に
過
ご

せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

短
大
卒
業
後
は
尊
敬
す
る
方
か
ら
の
勧
め
で
東

京
文
化
服
装
学
園
に
２
年
間
通
い
、
卒
業
後
は
華

や
か
な
場
所
と
環
境
で
働
け
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
離
れ
が
た
く
も
結
婚
相
手
が
香
川
県
在
住

の
彼
だ
っ
た
の
で
８
年
間
の
遠
距
離
を
終
わ
ら
せ

て
高
松
に
住
み
48
年
に
な
り
ま
し
た
。

故
郷
で
卒
業
生
と
交
流

華
や
か
な
環
境
か
ら
建
築
の
世
界
へ

正面中央が安松京子さん

短大　４期（国文）

森　悦光
（旧姓　春本）

短大　5期（家政）

安松　京子
（旧姓　寺田）
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小
さ
い
な
が
ら
も
会
社
を
経
営
し
て
い
た
主
人

が
15
年
前
に
亡
く
な
り
、
わ
か
ら
な
い
建
築
の
分

野
で
し
た
が
、
跡
を
継
い
で
か
ら
３
～
４
年
は
ど

ん
底
を
味
わ
っ
た
会
社
も
、
今
年
で
30
周
年
を
迎

え
て
、
工
場
の
新
設
も
一
年
後
に
控
え
、
あ
と
２

年
75
歳
ま
で
気
力
と
体
力
を
維
持
し
て
、
働
く
所

が
あ
る
事
に
感
謝
を
し
て
息
子
に
委
ね
る
つ
も
り

で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
な
る
加
齢
に
向
か
っ
て
、
元
気

で
楽
し
む
為
に
カ
ー
ブ
ス
も
頑
張
っ
て
続
け
て
い

ま
す
。

皆
様
の
健
康
も
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
懐
か
し
い
学
園
と
の
ご
縁
が
繋
が
っ
た

こ
と
を
と
て
も
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

【
香
川
県
の
情
報
】

　

香
川
は
災
害
も
な
く
、
晴
れ
の
日
が
多
く
温

暖
な
気
候
で
、
雨
が
少
な
く
住
み
や
す
い
所
で
す
。

日
本
一
小
さ
な
県
な
の
で
移
動
が
楽
で
、
い
い
感

じ
で
都
会
、
い
い
感
じ
で
田
舎
。
小
豆
島
を
は
じ

め
、
金
刀
比
羅
宮
や
栗
林
公
園
、
多
く
の
外
国
人

や
若
者
に
人
気
の
あ
る
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
、
父

母
ヶ
浜
。
さ
ぬ
き
う
ど
ん
は
安
く
て
絶
品
で
す
。

難
波
、
梅
田
か
ら
高
速
バ
ス
で
３
時
間
で
着
き
ま

す
。
お
気
軽
に
、
日
帰
り
も
で
き
ま
す
。

卒
業
し
て
か
ら
３
年
が
経
ち
、
こ
の
期
間
を
振

り
返
る
と
、
様
々
な
挑
戦
と
転
機
に
出
会
っ
て
き

経
験
を
活
か
し
夢
に
向
か
っ
て

ま
し
た
。
そ
の
中
で
夢

に
向
か
っ
て
精
一
杯
努

力
し
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
過
程
で
経
験
し
た

困
難
も
、
成
長
の
一
環

と
受
け
止
め
、
前
進
す

る
原
動
力
と
し
て
捉
え

て
い
ま
す
。

在
学
中
は
、
多
く
の

方
々
に
お
世
話
に
な

り
、
充
実
し
た
学
び
と

交
流
の
機
会
を
得
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
海
外

留
学
で
得
た
知
識
や
経

験
、
仲
間
と
の
交
流
は
、
私
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

お
い
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
最
も
力
を
入
れ
た
活
動
は
、
サ
ー
ク

ル
活
動
の
一
環
で
実
施
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。
実
際
に
タ
イ
の
過
疎
地
に
行
き
、
バ
ン
コ

ク
大
学
の
学
生
と
一
緒
に
教
育
施
設
と
な
る
プ
レ

ハ
ブ
を
建
て
ま
し
た
。
異
文
化
交
流
も
で
き
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
教
育
施
設
の
机
や
本
、

製
氷
機
な
ど
は
、
サ
ー
ク
ル
で
実
施
し
た
募
金
活

動
の
資
金
か
ら
購
入
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
印
象

に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
美
羽
会
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

よ
り
よ
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
学
び

や
交
流
が
、
卒
業
後
の
道
を
歩
む
上
で
の
指
針
と

な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

卒
業
後
も
、
様
々
な
方
々
か
ら
の
温
か
い
支
援

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。同
窓
生
、卒
業
後
に
出
会
っ

た
方
々
か
ら
の
助
言
や
協
力
が
、
私
の
成
長
を
支

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
々
の
活
動

に
お
い
て
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
ま
す　

 

転
職
を
す
る
中
で
、
新
た
な
環
境
で
の
挑
戦
や

変
化
は
、
自
分
を
知
り
、
成
長
さ
せ
る
絶
好
の
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
業
界
の
異

な
る
職
場
で
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
は
、
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ
れ
が
私
の
思
考
を
深
め
、

視
野
を
広
げ
て

い
ま
す
。

趣
味
の
読
書

や
筋
ト
レ
、
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
で

は
、
仕
事
で
得

ら
れ
な
い
体
験

や
知
識
が
得
ら

れ
、
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
生
活
を

送
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
政
治

に
つ
い
て
学
び

直
し
を
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

過
去
の
経
験
を

活
か
し
、
新
た

な
挑
戦
に
果
敢

に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
感

謝
の
気
持
ち
を

胸
に
、
人
と
し

て
大
事
な
部
分
、

特
に
「
志
・
使

命
感
・
責
任
感
」

を
大
切
に
し
て
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様

と
共
に
成
長
し
、
夢
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
け
る

こ
と
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

四大 18 期
現代社会学科

西村　慧星

タイボランティア募金協力の呼びかけ

バンコク大学の学生と教育施設見学



令和5年度     (2023年度)
活動　　報告

4月
 　5月

6月
 　7月

8月
 　9月

12月
 　1月

10月
 　11月

2月
 　3月

美羽会前期総会
会計監査
羽衣国際大学新入生に会報 43 号配布
強化クラブ結束会
会報 44 号最終稿

美羽会前期総会
会計監査
羽衣国際大学新入生に会報 43 号配布
強化クラブ結束会
会報 44 号最終稿

会報 44 号封入・発送作業　
会報 45 号作成作業開始
留学生に会報配布
会報戻り整理、名簿変更手続き
デリバリー別同窓会アンケ－ト発送

会報 44 号封入・発送作業　
会報 45 号作成作業開始
留学生に会報配布
会報戻り整理、名簿変更手続き
デリバリー別同窓会アンケ－ト発送

第 18 回留学生日本語弁論大会
美羽会後期総会　
大学祭支援
第 5 回英語スピ－チコンテスト
学園 100 周年記念式典
デリバリ－同窓会

第 18 回留学生日本語弁論大会
美羽会後期総会　
大学祭支援
第 5 回英語スピ－チコンテスト
学園 100 周年記念式典
デリバリ－同窓会

秋卒業者に記念品贈呈
羽衣学園慰霊祭
チーム会議

秋卒業者に記念品贈呈
羽衣学園慰霊祭
チーム会議

強化クラブ大学表彰式
学友会クリスマスイベント支援
新卒評議委員説明会
新旧役員意見交換会
顧問会議
新春パーティ（競技かるたサークル）

強化クラブ大学表彰式
学友会クリスマスイベント支援
新卒評議委員説明会
新旧役員意見交換会
顧問会議
新春パーティ（競技かるたサークル）

ファミリ－コンサ－ト・能劇（羽衣学園創立 100 周年記念事業）
卒業記念品贈呈
卒業生に美羽会説明リ－フ・登録届配布
大学 21 期卒業式
卒業パーティ

ファミリ－コンサ－ト・能劇（羽衣学園創立 100 周年記念事業）
卒業記念品贈呈
卒業生に美羽会説明リ－フ・登録届配布
大学 21 期卒業式
卒業パーティ

（通年活動）
●会員名簿管理 ●会報作成作業 ●理事会開催 ●ホームページ更新 ●月度会計チェック ●その他学園・大学行事協力　
なお、羽衣国際大学の令和 5 年度入学式はコロナ対策のため招待が叶わぬ旨の通達があり出席しておりません。

第 60 回 HA☆GO祭

クリスマスイルミネーションクリスマスイルミネーション

会報発送作業会報発送作業

強化クラブ表彰式強化クラブ表彰式

卒業パーティ卒業パーティ

卒業式卒業式

ファミリ－コンサ－ト・能劇ファミリ－コンサ－ト・能劇

強化クラブ結束会強化クラブ結束会

秋卒業記念品秋卒業記念品

新春パーティ（美羽会より甘いプレゼント）新春パーティ（美羽会より甘いプレゼント）

新春パーティ（濱下名誉会長挨拶）新春パーティ（濱下名誉会長挨拶） 新春パーティ（美羽会よりプレゼント）新春パーティ（美羽会よりプレゼント） 新春パーティ（競技かるたサークル）新春パーティ（競技かるたサークル）
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令和5年度     (2023年度)
活動　　報告

4月
 　5月

6月
 　7月

8月
 　9月

12月
 　1月

10月
 　11月

2月
 　3月

美羽会前期総会
会計監査
羽衣国際大学新入生に会報 43 号配布
強化クラブ結束会
会報 44 号最終稿

美羽会前期総会
会計監査
羽衣国際大学新入生に会報 43 号配布
強化クラブ結束会
会報 44 号最終稿

会報 44 号封入・発送作業　
会報 45 号作成作業開始
留学生に会報配布
会報戻り整理、名簿変更手続き
デリバリー別同窓会アンケ－ト発送

会報 44 号封入・発送作業　
会報 45 号作成作業開始
留学生に会報配布
会報戻り整理、名簿変更手続き
デリバリー別同窓会アンケ－ト発送

第 18 回留学生日本語弁論大会
美羽会後期総会　
大学祭支援
第 5 回英語スピ－チコンテスト
学園 100 周年記念式典
デリバリ－同窓会

第 18 回留学生日本語弁論大会
美羽会後期総会　
大学祭支援
第 5 回英語スピ－チコンテスト
学園 100 周年記念式典
デリバリ－同窓会

秋卒業者に記念品贈呈
羽衣学園慰霊祭
チーム会議

秋卒業者に記念品贈呈
羽衣学園慰霊祭
チーム会議

強化クラブ大学表彰式
学友会クリスマスイベント支援
新卒評議委員説明会
新旧役員意見交換会
顧問会議
新春パーティ（競技かるたサークル）

強化クラブ大学表彰式
学友会クリスマスイベント支援
新卒評議委員説明会
新旧役員意見交換会
顧問会議
新春パーティ（競技かるたサークル）

ファミリ－コンサ－ト・能劇（羽衣学園創立 100 周年記念事業）
卒業記念品贈呈
卒業生に美羽会説明リ－フ・登録届配布
大学 21 期卒業式
卒業パーティ

ファミリ－コンサ－ト・能劇（羽衣学園創立 100 周年記念事業）
卒業記念品贈呈
卒業生に美羽会説明リ－フ・登録届配布
大学 21 期卒業式
卒業パーティ

（通年活動）
●会員名簿管理 ●会報作成作業 ●理事会開催 ●ホームページ更新 ●月度会計チェック ●その他学園・大学行事協力　
なお、羽衣国際大学の令和 5 年度入学式はコロナ対策のため招待が叶わぬ旨の通達があり出席しておりません。

第 60 回 HA☆GO祭

クリスマスイルミネーションクリスマスイルミネーション

会報発送作業会報発送作業

強化クラブ表彰式強化クラブ表彰式

卒業パーティ卒業パーティ

卒業式卒業式

ファミリ－コンサ－ト・能劇ファミリ－コンサ－ト・能劇

強化クラブ結束会強化クラブ結束会

秋卒業記念品秋卒業記念品

新春パーティ（美羽会より甘いプレゼント）新春パーティ（美羽会より甘いプレゼント）

新春パーティ（濱下名誉会長挨拶）新春パーティ（濱下名誉会長挨拶） 新春パーティ（美羽会よりプレゼント）新春パーティ（美羽会よりプレゼント） 新春パーティ（競技かるたサークル）新春パーティ（競技かるたサークル）
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当
日
は
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
中
国
地
方
か
ら
も

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
初
対
面
の
方
ば
か
り
で

し
た
が
そ
こ
は
同
窓
会
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
大
き

な
話
の
輪
が
で
き
ま
し
た
。

「
今
日
の
同
窓
会
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

た
」
と
参
加
者
皆
様
か
ら
の
言
葉
か
ら
始
ま
り
、

福
岡
県
に
長
年
在
住
さ
れ
て
い
る
方
や
最
近
娘
さ

ん
の
転
勤
に
伴
っ
て
移
っ
て
こ
ら
れ
た
方
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
大
阪
を
離
れ
て
築
い
て
き
た
生
活
の
歴

史
を
お
伺
い
し
た
り
、
学
生
時
代
の
共
通
し
て
心

に
残
っ
て
い
る
恩
師
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
校
舎
の

話
、
千
鳥
格
子
の
制
服
の
こ
と
な
ど
で
笑
い
合
っ

た
り
。

現
在
お
子
様
方
が
独
立
し
、
ご
主
人
の
開
い
て

い
る
骨
董
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
お
手
伝
い
さ
れ
て
い
た

り
、
フ
イ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を

頑
張
っ
て
お
ら
れ
た
り
、
20
年
前
か
ら
洋
裁
を

習
っ
て
当
日
は
ご
自
分
で
着
物
を
リ
メ
イ
ク
さ
れ

た
お
洋
服
を
お
召
し
に
な
ら
れ
て
い
た
り
、
ど
の

方
々
も
素
敵
に
歳
を
重
ね
、
輝
い
て
お
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
お
互
い
の
実
家
が
近
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
、
思
い
が
け
な
い
出
会
い
に
昔
の
風
景
を
語

り
合
っ
た
り
、
短
大
７
期
生
の
方
が
濱
下
名
誉
会

長
が
学
生
時
代
に
立
ち
上
げ
た
点
訳
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
て
い
た
後
輩
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
て
ビ
ッ

ク
リ
！
当
時
の
部
活
の
苦
労
話
で
盛
り
上
が
っ
た

り
と
世
代
を
超
え
た
集
い
は
話
題
が
尽
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
の
方
々
も
羽
衣
学
園
と
い
う
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
、
そ
し
て
学
園
の
卒
業
生
と
い
う
こ
と

を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
気
持
ち
が
会
話
の
中
か
ら

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、「
こ

の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
り
感
謝
し
ま

す
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
、
私
た
ち
の
想
い

が
届
い
た
こ
と
は
次
に
繋
げ
る
自
信
と
な
り
ま
し

た
。

第
一
回
「
デ
リ
バ
リ
ー
同
窓
会
」
を

開
催
し
ま
し
た

　

「
デ
リ
バ
リ
ー
同
窓
会
」
と
は
、
こ
れ
ま
で

開
催
場
所
の
関
係
で
同
窓
会
の
催
し
に
参
加
出
来

な
か
っ
た
方
々
の
所
に
出
向
き
、
同
窓
会
を
開
く

と
い
う
企
画
で
す
。
ま
ず
は
九
州
、
四
国
、
中
国

地
方
で
会
員
が
多
く
お
住
ま
い
の
地
域
へ
出
欠
ア

ン
ケ
ー
ト
を
送
り
ま
し
た
。
結
果
、
福
岡
県
か
ら

一
番
多
く
参
加
の
お
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
博
多
に
て
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

花
川
会
長
挨
拶

「
遠
方
に
お
住
ま
い
で
、
美
羽
会
の
行
事
に
参

加
が
叶
わ
な
か
っ
た
皆
様
が
こ
の
よ
う
に
お
集
ま

り
下
さ
り
、
誠
に
嬉
し
く
感
動
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
「
デ
リ
バ
リ
ー
同
窓
会
」
は
、
濱
下
名
誉

会
長
が
こ
れ
ま
で
多
く
の
活
動
を
さ
れ
て
こ
ら
れ

た
中
、
『
や
り
残
し
た
事
が
有
り
、
実
現
で
き
る

な
ら
ば
次
の
役
員
に
託
し
た
い
』
と
い
う
言
葉
を

受
け
、
皆
様
の
ご
参
加
に
よ
り
実
現
い
た
し
ま
し

た
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
で
き
る
だ

け
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
限
ら
れ
た
時
間

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
旧
交
を
温
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

『�

令
和
５
年
11
月
５
日

於
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
』
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　今年は「学校法人羽衣学園創立 100 周年記念」とし
て羽衣学園講堂で開催され、美羽会員や羽衣学園高等
学校の生徒 340 名を含む多くの観覧者を迎え、盛大な
大会となりました。
　弁論テ－マは、「日本の言語、文化、習慣、人々、社
会、自然などについて、日本に暮らし、大学で学ぶ中
で感じたこと考えたことの中から自由にテーマを選び
論じる」とされ、留学生 6 名は大きな舞台で緊張の中、
それぞれの思いを 5 分という発表時間の中で工夫して
伝えました。
　美羽会は本大会を継続して支援しております。発案
者である濱下名誉会長が最優秀賞を授与、審査員を花
川会長が務めました。

2023 年 10 月 7 日（土）於）羽衣学園講堂
留 学 生 日 本 語 弁 論 大 会留 学 生 日 本 語 弁 論 大 会第18 回

NGUYEN THI HUYEN
（ベトナム）
タイトル：「青春の色」
現代社会学科観光コース 3 年
贈呈者・濱下美羽会名誉会長

LAMA RUPESH
（ネパール）
タイトル：「言語のおもしろさ」
放送メディア映像学科　
映像コンテンツコース 2 年
贈呈者：中川羽衣国際大学学長

VU NGOC KHANH QUYNH
（ベトナム）
タイトル：

「最も寒い場所はどこですか？」
現代社会学科　観光コース 4 年
贈呈者：中野羽衣学園中高校長

発表者	 ：張　帥（中国）
タイトル	：「出会いの中で」
所属大学	：�大阪大谷大学　文学部　日本語日本文学科 4 年

発表者	 ：�NGUYEN THI HUONG CHINH（ベトナム）
タイトル	：「早く大人になりたい！」　　　
所属大学	：�本学 現代社会学科　経済・経営コース 2 年

発表者	 ：�PHAM THI TUOI（ベトナム）
タイトル	：「夢を持つこと」　　　
所属大学	：�本学 現代社会学科 観光コ－ス

他の出場者（敬称略）

受賞者（敬称略）

最優秀賞 優秀賞・観客賞 敢闘賞

羽衣国際大学国際交流委員長の田渕先生が発表
者に対するコメントに加え「3 ～ 6 位は僅差で
あった、観覧留学生も来年出場されることを期
待する」という言葉で大会を締めくくった。

総　評
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2023.11.11（土）於：1401 教室

①　大学での学びを 10 年後どのように役立てたいかについて

②　これまでの人生であなたに影響を与えた言葉・人物について

「Rebuilding Japan through the Power of Tourism」
ダブル受賞！！　貝岐　好香　（最優秀賞・学生賞）　

　羽衣国際大学の観光コースに入学したのは、那智勝浦町役場に将来勤務したいという夢を叶える為。
今回のコンテストでは、自身の学びのテーマと卒業後の展望を含め、感情をまとめてスピ－チに臨みました。

入学時 TOEIC スコア 415 点から一年後には 810 点に。
国内旅行業務取扱管理者資格取得
2023 年 Be the one 特別奨学金受給者
現代社会学科　観光コース　2 年　　　　　

　当日は、フィリピン協定校CNE1 のマーク校長先生もオンラインで審査されました。
表彰式では受賞したスピ－カ－が喜びを滲ませながら壇上に立ち、賞状と副賞を受け取りました。
将来目指す目標がそれぞれ違っても、挑戦を通じて大学生の目線で真っ直ぐにテーマと取り組んだ自信が
未来を支える礎となり、新たな一歩を踏み出すきっかけになるでしょう。

第5回第5回　　英語スピ－チコンテスト英語スピ－チコンテスト 美羽会共催

今年の今年の
テーマテーマ

プロフィ－ル

＜他の受賞者＞ 放送・メディア映像学科	 放送・メディアコース	 2 年　　濵野　那月

現代社会学科		  国際英語コース		  2 年	 野村　凪沙

羽衣国際大学

＜他の出場者＞
放送・メディア映像学科	 放送・メディアコ－ス	
	 2 年　赤松　望愛
食物栄養学科		
	 2 年　山中　花佳
放送・メディア映像学科	 放送・メディアコ－ス
	 2 年　三上　舞彩　
放送・メディア映像学科	 映像コンテンツコ－ス
	 2 年　Lama Rupesh

優　秀　賞

審査員特別賞

「The power of  words」

「The Origin of My Energy」
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日　

時
：
令
和
５
年
10
月
15
日
（
日
）
11
時
よ
り

場　

所
：
羽
衣
国
際
大
学
４
号
館
２
階　

大
会
議

室出
席
者
：
役
員
・
評
議
委
員
16
名

　
　
　
　

委
任
状
出
席
者
34
名
（
総
数
94
名
）

羽
衣
国
際
大
学　

桑
原
総
務
課
課
長

【
議
案
】

一
、
令
和
５
年
度
前
期
活
動
報
告

一-

①
、
会
報
44
号

発
行
部
数
一
三
、八
〇
〇
部
、

住
所
不
明
戻
り
二
七
〇
通
、
内
訳
は
短
大
一
三
二

通
、
四
大
一
三
三
通
、
海
外
五
通
。

　

特
集
ペ
ー
ジ
「
美
羽
会
五
十
七
周
年
の
つ
ど

い
」
報
告
記
事
は
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

作
成
、
学
長
鼎
談
で
は
、
テ
ー
プ
お
こ
し
に
時
間

を
要
し
苦
労
し
た
が
、「
良
か
っ
た
」
と
い
う
多

数
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
大
学
部
門
）
学
生
の
活
動
を
紹
介
す
る
よ
う
な

内
容
を
中
心
に
作
成
し
た
。
昨
年
ま
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
実
施
で
き
な
か
っ
た
イ

ベ
ン
ト
や
海
外
研
修
も
あ
っ
た
。
徐
々
に
復
旧
は

し
て
い
る
が
、

ま
だ
十
分
に
対

応
で
き
て
い
な

い
部
分
も
あ
る
。

次
年
度
は
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ

も
改
善
し
て
い

き
な
が
ら
情
報

提
供
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

（
濱
下
名
誉
会

長
）
近
年
、
短

大
関
係
者
の
訃

報
も
多
く
な
っ

て
い
る
中
、
慰
霊
祭
案
内
の
掲
載
が
な
い
の
で
卒

業
生
の
参
列
が
実
現
し
に
く
い
状
況
に
あ
る
。
大

学
か
ら
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
教
職
員
も
も
う
少

し
参
列
い
た
だ
け
れ
ば
と
感
じ
る
。

（
桑
原
課
長
）
慰
霊
祭
が
学
園
全
体
の
行
事
で
あ

る
の
で
、
ご
要
望
に
つ
い
て
大
学
を
通
じ
て
学
園

に
も
提
案
し
て
い
く
。

一-

②
、
第
18
回
日
本
語
弁
論
大
会
に
つ
い
て

　

10
月
７
日
（
土
）
羽
衣
学
園
創
立
百
周
年
記
念

行
事
と
し
て
学
園
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
は
、
濱
下
名
誉
会
長
が
「
日
本
の
大
学

で
学
ぶ
留
学
生
の
た
め
に
、
在
学
中
に
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
の
当
た
る
舞
台
を
提
供
し
た
い
と
の
願
い

を
同
窓
会
が
支
援
し
、
大
学
の
教
職
員
の
方
々
が

18
年
間
に
及
び
継
続
く
だ
さ
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
大
阪
大
谷
大
学
を
含
む
６
名
の
留
学
生
が

出
場
し
、美
羽
会
卒
業
生
も
応
援
に
駆
け
付
け
た
。

二
、
令
和
５
年
度

後
期
活
動
計
画

二-

①
、 

会
報

45
号

　

令
和
６
年
７
月

発
行
、
全
32
ペ
ー

ジ
の
予
定
。

美
羽
会
部
分
16

ペ
ー
ジ
、
大
学
部

分
16
ペ
ー
ジ
と

し
、
新
企
画
な
ど

の
報
告
も
掲
載
予

定
。

（
大
学
部
門
）

　
「
学
園
百
周
年
」

を
迎
え
る
こ
と

や
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響

が
終
わ
り
正
常
化

し
て
き
た
大
学
や
学
生
活
動
の
様
子
を
中
心
に
掲

載
を
検
討
す
る
。
強
化
指
定
ク
ラ
ブ
の
一
年
間
の

成
績
な
ど
も
含
め
学
生
の
様
子
を
ご
案
内
さ
せ
て

い
だ
た
く
こ
と
で
引
き
続
き
応
援
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
内
容
に
し
た
い
。

　

今
年
度
の
本
学
１
年
生
に
５
名
以
上
の
同
窓
生

の
ご
家
族
が
入
学
し
て
い
る
。
卒
業
し
た
大
学
・

短
大
と
同
じ
よ
う
な
教
育
を
受
け
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
方
が
増
え
ま
す
よ
う
に
ご
案
内
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

二-

②
、
新
企
画
「
デ
リ
バ
リ
ー
同
窓
会
」
に

つ
い
て

　

遠
く
の
地
域
の
会
員
が
、
大
阪
周
辺
で
開
く
美

羽
会
の
行
事
に
参
加
し
に
く
い
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
、
地
域
別
同
窓
会
を
企
画
し
、
西
日
本
で
多

数
の
会
員
が
在
住
す
る
地
域
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ

キ
を
郵
送
し
た
と
こ
ろ
、
福
岡
県
か
ら
一
番
の
反

響
を
い
た
だ
い
た
た
め
、福
岡
市
で「
デ
リ
バ
リ
ー

同
窓
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。
来
年
度
は

東
日
本
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
。

　

ま
た
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
会
報
送
付

の
有
無
」
の
質
問
を
設
け
た
。
結
果
、「
必
要
」

一
五
八
名
中
23
名
。
会
報
は
、
美
羽
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で

も
Ｐ
Ｄ
Ｆ

で
掲
載
し

て
い
る
の

で
、
会
報

誌
上
で
説

明
し
た
上

で
希
望
者

だ
け
に
送

付
す
る
こ

と
が
承
認

さ
れ
た
。

令
和
5
年
度
美
羽
会
後
期
総
会
議
事
録
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令
和
６
年
度
美
羽
会
前
期
総
会
議
事
録

日　

時
：
令
和
６
年
４
月
28
日
（
日
）
11
時
よ
り

場　

所
：
羽
衣
国
際
大
学
４
号
館
２
階　

大
会
議

室出
席
者
：
役
員
・
評
議
委
員
27
名

　
　
　
　

委
任
状
出
席
28
名
（
総
数
93
名
）

相
談
役
：
中
川
学
長
・
石
川
副
学
長

　
　
　
　

吉
村
事
務
局
長

大
学
会
報
担
当
：
桑
原
総
務
課
長

学
歌
斉
唱

会
長
挨
拶

　

美
羽
会
第
二
代
会
長
畠
中
美
保
子
顧
問
、
四
大

19
期
李
来
鋒
評
議
委
員
の
辞
任
、
橘
美
千
子
理
事

が
結
婚
に
よ
る
姓
と
住
所
変
更
に
伴
い
、
細
川
美

千
子
評
議
委
員
任
命
を
報
告
。

　

ま
た
、
美
羽
会
新
企
画
と
し
て
「
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ

会
」
の
支
援
や
、
引
き

続
き
現
役
学
生
の
準
会

員
の
皆
様
に
も
支
援
を

続
け
る
。

学
長
ご
挨
拶

　

四
年
制
大
学
が
開
校

し
て
22
年
目
を
迎
え

た
。
開
学
以
来
一
番
多

く
３
４
０
名
の
学
生
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
留
学
生
も
開
学
以

来
、
中
国
の
学
生
が
多

か
っ
た
が
現
在
は
10
か

国
ほ
ど
の
学
生
が
学
ん

で
い
る
。
国
際
大
学
ら
し
く
な
っ
て
き
た
。

副
学
長
ご
挨
拶

　

食
物
栄
養
学
科
は
こ
こ
数
年
苦
戦
し
て
い
た

が
、
今
年
度
は
定
員
の
学
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
4
つ
の
強
化
ク
ラ
ブ
が
あ
る
が
、
野
球
部

に
関
し
て
は
3
部
か
ら
2
部
に
上
が
る
可
能
性
が

出
て
き
た
。

　

留
学
生
パ
ー
テ
ィ
ー
や
大
学
祭
の
時
に
は
濱
下

名
誉
会
長
、
花
川
会
長
か
ら
ひ
と
り
ひ
と
り
に
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
大
切
に
学
生
の
こ
と
を

思
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
と
も
羽
衣
国
際

大
学
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

事
務
局
長
ご
挨
拶

　

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
２
６
７
名
卒
業
し
、
美

羽
会
へ
加
入
し
た
。
就
職
活
動
の
学
生
も95.5

％

の
内
定
。
就
職
先
は
公
務
員
、
高
校
教
員
様
々
な

分
野
の
業
種
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
頃
か
ら
美
羽
会
の
皆
様
か
ら
の
ク
ラ
ブ
活
動
、

課
外
活
動
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
成
果
と
い

う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

卒
業
生
3
名
が
事
務
職
員
と
し
て
入
っ
て
い
る
。

　

彼
ら
に
同
窓
会
の
組
織
と
大
学
の
関
係
性
や
、

ど
の
よ
う
に
支
持
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
か
認

識
し
て
も
ら
う
。

【
議
案
】

一
、
令
和
５
年
度
活
動
報
告
・
会
計
報
告

　

資
料
を
基
に
説
明
が
な
さ
れ
、
文
野
会
計
監
査

よ
り
適
正
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

二
、
令
和
６
年
後
行
事
予
定
・
予
算
案

　

資
料
を
基
に
説
明
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
承
認

さ
れ
た
。

三
、
会
報
45
号
に
つ
い
て

短
大
１
期
か
ら
17
期
を

対
象
に
会
報
継
続
送
付

希
望
者
は
申
込
が
必
要

と
な
る
こ
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

出
席
者
の
意
見
に
よ
り

QR
コ
ー
ド
を
会
報
に
掲

載
す
る
こ
と
と
な
り
、

制
作
な
ど
の
対
応
を
桑
原
課
長
に
お
願
い
し
た
。

大
学
か
ら
は
、
今
年
は
15
ペ
ー
ジ
＋
裏
表
紙
。
学

生
が
ど
う
い
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
か
詳
し
く

お
伝
え
で
き
る
よ
う
各
部
署
に
記
事
作
成
依
頼

し
て
い
る
。

学
園
百
周
年
を
掲
載
予
定
と
報
告
さ
れ
た
。

そ
の
他

　

美
羽
宝
生
会
は
来
年

度
創
部
10
年
目
に
な

る
。
会
員
数
も
10
名
に

達
し
た
の
で
再
度
美
羽

会
が
主
体
と
な
り
運
営

す
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
10
年
前

の
規
約
を
改
正
し
た
。

第
一
回
顧
問
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

日　

時
：
令
和
６
年
１
月
21
日
（
日
）
11
時

場　

所
：
美
羽
会
室

出
席
者
：
濱
下
名
誉
会
長
・
大
島
顧
問

　
　
　
　

松
下
顧
問
・
和
田
顧
問

美
羽
会
の
未
来
像
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
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□
ご
寄
付
の
お
願
い

　

同
窓
会
と
母
校
を
繋
ぐ
た
め
、
ま
た
会
の

発
展
を
願
い
日
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

寄
付
金
は
郵
便
振
替
用
紙
（
青
色
）
に

て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
口
座
番
号

	

０
０
９
０
０
・
０
・
３
２
９
３
４
２

・
口
座
名

	
�

羽
衣
国
際
大
学
・
羽
衣
学
園
短
期

大
学
同
窓
会
美
羽
会

	

・
一
口　

一
、０
０
０
円

卒
業
年  

ま
た
は
期
、
会
員
番
号
、
コ
ー
ス

等
も
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
会
員
番
号
の
見
方

　	

　

001	

・
・
学
年
の
通
し
番
号

	

　

01	

・
・
期
生

	

　

文 	

・
・
学
科

	

　

短	

・
・
短
―
短
大　

四
ー
四
大

	
　

41	

・
・
卒
業
年

	
　

Ｓ	

・
・
元
号 （
Ｓ
昭
和 

Ｈ
平
成 

Ｒ
令
和
）

例

（
宛
名
右
下
の
番
号
）

（
敬
称
略
）

新
評
議
委
員
紹
介

新
評
議
委
員
紹
介

四
大
21
期

野田　京子 渡邊　明大野田浩平 横田朝飛 NGUYEN 
HOANG BAO 

TRAM

TRAN 
TRONG HOP

VU NGOC 
KHANH
QUYNH

 令和6年度会計経費予算
（R6.4.1～R7.3.31）

令和5年度会計報告
（R5.4.1～R6.3.31）

●会 員 数
　19.615 名
　（内留学生 1089 名）

●特別会員
　在職する専任教職員及び
　退任教職員

●準会員数
1,146 名

（内留学生 249 名）

四
大
1
期

区分 費　　　　　　　　　目 予　算　額

収　
入

会費 (21 期） 6,700,000

前年度繰越金 9,496

催事特別費（催事準備金より切り崩し） 300,000

合　　　　　　計 7,009,496

支　　
出

会報費 3,731,496

活動費 2,000,000

慶弔費 100,000

母校支援金 600,000

消耗品費　　　　　　　　　　 100,000

通信費 150,000

人件費 300,000

通勤費 1,000

雑費 ( 振込手数料等） 2,000

備品費 0

福利厚生費 5,000

福利厚生積立金 20,000

合　　　　計 7,009,496

区分 費目 予算額 決算額
収  　
入

前受金会費（20 期） 6,680,000 6,680,000

合計 6,680,000 6,680,000

支
出

会報費 3,300,000 3,681,973

活動費 2,292,000 1,591,760

慶弔費 100,000 113,486

母校支援金 600,000 933,787

消耗品費 100,000 58,319

通信費 200,000 144,939

人件費 60,000 121,215

通勤費 1,000 0

雑費 2,000 5,025

備品費 0 0

福利厚生費 5,000 0

福利厚生積立金 20,000 20,000

次年度繰越金 0 9,496

合　　計 6,680,000 6,680,000

「別途収入」

自動販売機収益金 177,165 催事準備金に充当する

寄付金 149,000 運営準備金に充当する

合　　計 326,165

以上帳簿、伝票を詳細に監査しました結果、適
正であることを認めます。
令和 6 年 3 月 31 日　美羽会会計監査　文野奈緒美
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今
年
は
年
頭
に
辰
巳
満
次
郎
先
生
の
お
声
が
け
に
よ
り
学
生
さ
ん
を
交
え
た
集
い
を
開
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
生
と
新
入
生
の
和
や
か
な
交
流
は
世
代
を
繋
ぎ
、
会
を
繋
ぐ
礎
と
な
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　　　

令
和
五
年
よ
り
羽
衣
国
際
大
学
に
お
い
て
満
次
郎
先
生
に

　

令
和
五
年
よ
り
羽
衣
国
際
大
学
に
お
い
て
満
次
郎
先
生
に

よ
る
「
共
通
特
別
講
座
」
が
開
講
さ
れ
、
一
、二
年
生
を
中
心

よ
る
「
共
通
特
別
講
座
」
が
開
講
さ
れ
、
一
、二
年
生
を
中
心

に
社
会
人
も
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

に
社
会
人
も
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
日
本
と
は
・
・
」
日
本
の
わ
び
さ
び
の
世
界
、
特
に
能
を

「
日
本
と
は
・
・
」
日
本
の
わ
び
さ
び
の
世
界
、
特
に
能
を

軸
に
茶
道
の
お
点
前
や
、
数
百
年
前
の
面
を
全
員
の
学
生
に

軸
に
茶
道
の
お
点
前
や
、
数
百
年
前
の
面
を
全
員
の
学
生
に

直
接
手
に
取
ら
せ
た
り
、
装
束
を
身
に
付
け
さ
せ
て
い
た
だ

直
接
手
に
取
ら
せ
た
り
、
装
束
を
身
に
付
け
さ
せ
て
い
た
だ

く
等
、
実
習
を
伴
っ
た
授
業
を
展
開
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

く
等
、
実
習
を
伴
っ
た
授
業
を
展
開
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

二
月
に
は
羽
衣
学
園
百
周
年
の
最
終
記
念
事
業
と
し
て

　

二
月
に
は
羽
衣
学
園
百
周
年
の
最
終
記
念
事
業
と
し
て

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
於
い
て
「
能
劇
」
を
公
演
、

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
於
い
て
「
能
劇
」
を
公
演
、

受
講
生
や
応
募
さ
れ
た
学
生
の
皆
様
が
舞
台
に
立
ち
、
観
客

受
講
生
や
応
募
さ
れ
た
学
生
の
皆
様
が
舞
台
に
立
ち
、
観
客

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

〈
美
羽
宝
生
会
規
約
〉

　

本
会
は
、
羽
衣
国
際
大
学
・
羽
衣
学
園
短

期
大
学
の
教
育
理
念
を
基
と
し
、
宝
生
流
能

楽
を
通
し
て
我
が
国
の
伝
統
・
文
化
・
礼
儀
・

作
法
を
体
得
し
、
自
国
の
文
化
を
語
り
体
現

で
き
る
、
真
の
国
際
人
た
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
。

第
３
条　

�

原
則
と
し
て
羽
衣
国
際
大
学
宝
生

流
能
楽
部
出
身
者
、
羽
衣
国
際
大

学
・
羽
衣
学
園
短
期
大
学
卒
業
生
、

そ
の
子
女
及
び
特
別
会
員
を
も
っ

て
構
成
す
る
。（
一
部
抜
粋
）

「共通特別講座」後期授業風景
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No. 事業名 概要

1 100 周年記念ロゴマーク
羽衣をモチーフに様々なつながりを一本の曲線で表現。カラースキームは「学園（教職員・スタッフ）」「生徒（在校生・OB・OG）」「保
護者（家族）」「まだ見ぬ入学生」「地元」「世界」という学園を構成する６つのステークスホルダーを表しており、多様性とワク
ワク感の熟成を意図している。

2 100 周年記念スローガン「地域とともに これからも」
大正 12 年 4 月の開学以来、地域のチカラによって成り立った羽衣学園。時を経て、地域との連携は、中高・大学ともに課外活
動や授業などを通じて受け継がれている。この繋がりがこれからもずっと続くように、そんな思いをこめて生まれたスローガン。

3 「100 周年記念サイト」を開設
2023 年に創立 100 周年を迎えた羽衣学園は「100 周年記念サイト」を開設。 100 周年にまつわる学園の歴史や記念行事などの情
報を発信している。

4 100 周年記念３企画

【第 1 弾】ありがとうメッセージ＆フォト 
「100 周年記念企画」の第 1 弾として、学園に関係のある「モノ・コト・ヒト」へのありがとうメッセージフォト（ 写真）を募集し、
公式インスタグラムに掲載。100 周年を迎える今だからこそ言える感謝のメッセージを募集。

【第 2 弾】はごろも思い出記念館 
「100 周年記念企画」の第 2 弾として、羽衣学園にゆかりのある 写真を募集し、公式インスタグラムに掲載し、「写真記念館」に
懐かしい写真を集めてみました。

【第 3 弾】100 字で綴る感謝のカタチ
「100 周年記念企画」として、羽衣学園にまつわる感謝の気持ちを 100 字で綴った作品で応募いただき、コンテストを開催。学園
への熱い思いが伝わる作品ばかりでした。

5 100 周年記念 MOVIE
創立 100 周年を記念したスペシャルムービー。本動画は羽衣国際大学放送・メディア映像学科の協力により完成した。羽衣学園
の現役生徒・学生、卒業生たちが多数出演。

6 学園沿革 MOVIE
創立 100 周年を記念したスペシャルムービー。本動画は羽衣国際大学放送・メディア映像学科の協力により完成した。ナレーショ
ンは羽衣国際大学の卒業生が担当。

No. 事業名 主催者 期日 会場 概要

1 羽衣国際大学 開学２０周年 記念講演会 羽衣国際大学 2022年9月23日（金） 羽衣学園講堂 参議院議員（前・滋賀県知事）の嘉田由紀子さんを招聘。第一部では「近い水・遠い水、近い食・遠い食～なぜ私たちは平和な世界を
求めるのか？～」と題する基調講演を、つづく第二部では、中川恵学長と「環境・政治・女性参画を語る」と題する対談を行った。

2 第38回 羽衣国際大学能楽鑑賞会 羽衣国際大学 2022年10月22日（土） アプラたかいし大ホール 創立 100 周年を迎える羽衣学園のプレ事業として開催。重要無形文化財総合指定保持者の能楽師であり、羽衣学園学術文化顧問の辰巳
満次郎師による演目「石橋連獅子」。

3 羽衣学園高等学校 松園会95周年記念式典 松園会 2022年10月23日（日） 羽衣学園講堂
創立 100 周年を迎える羽衣学園のプレイベントとして開催。第一部の式典では松園会会長喜多様がこれまでの歩みと学園への思いを語
られました。第二部は松園会合唱団による「糸」「いのちの歌」などの名曲ご披露と中高吹奏楽部の演奏。第三部は堺シティオペラによ
る特別公演「八十日間世界一周」他 11 曲。

4 現職＆若手卒業生による「夢支援・教職座談会」 夢支援プロジェクト 2023年7月23日（水） 羽衣国際大学
2023 年度から大阪で教諭として活躍している卒業生 2 名による座談会を実施。梨木教授（教職課程委員長）からの問いかけに応じて語
られる、体験談や同僚との人間関係、実際に授業で使用されたパワーポイントの紹介等は、後輩学生にとって刺激的なもので、「夢」「希
望」を分かち合う座談会となった。

5 潮風と松風薫る羽衣のまち（特別座談会） 教育後援会 2023年7月29日（土） 羽衣国際大学 地元・羽衣、東羽衣地区の歴史を写真集としてまとめられた柳本徳之氏（第１３区東羽衣あいあい会会長）を招致。 
杉原充志教授（学長特別補佐）を進行役に、柳本氏と中島智准教授（現代社会学科、地域文化政策）の特別対談を実施。

6 現職＆若手卒業生による「夢支援・公務員座談会」 夢支援プロジェクト 2023年8月6日（日） 羽衣国際大学 市役所と国立大学法人の現場で活躍中の卒業生２名が登壇。現在の仕事内容、やりがいと苦労話、さらに公務員試験の勉強中の秘話な
どを当時の指導教員である、杉原充志教授（学長特別補佐）を聞き役に座談会を実施。

7 学校法人羽衣学園創立100周年記念式典・祝賀会 学校法人羽衣学園 2023年10月21日（土）
ホテル

アゴーラリージェンシー 
大阪堺

午前の部では、教育評論家・法政大学名誉教授の尾木ママこと尾木直樹先生をお招きし、激変する日本の教育～ポストコロナの AI 時
代を生きる力～と題してこれからの社会で必要とされる力とは何かについてご講演いただきました。また、放送・メディア映像学科制
作の記念 MOVIE や沿革 MOVIE で学園の歩みを楽しんでいただき、午後の部では、大学の地域連携の取組みとして羽衣駅周辺紹介映
像作品の発表や高校ダンス部のパフォーマンスなど学園の学生・生徒の活躍を紹介しました。

8
羽衣国際大学 

第37回一般公開講座 
第38回一般公開講座

羽衣国際大学 第37回：2022年10月～12月
第38回：2023年10月～12月 羽衣国際大学

創立者・島村育人が掲げた教育理念に賛同した地域の人々から多大な支援を得て泉州に地に誕生した羽衣学園。地域への感謝を込めて
掲げた 100 周年事業のスローガン「地域とともに これからも」を一般公開講座の基調テーマに選定。2 年間にわたり 12 名の学内外の
講師がそれぞれの専攻の視点からオムニバス形式で講義を紡ぎ、教育の重要性、学問の先端性、人間教育のあり方を社会に提言する講
座としました。

9 ファミリーコンサート　創作能劇「HAGOROMO」 教育後援会 2024年2月17日（土） 羽衣学園講堂 学校法人羽衣学園学術文化顧問　辰巳 満次郎氏（宝生流シテ方能楽師）の演出・出演による能劇「HAGOROMO」を上演しました。（詳
しくは P30 教育後援会をご参照ください）
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No. 事業名 概要

1 100 周年記念ロゴマーク
羽衣をモチーフに様々なつながりを一本の曲線で表現。カラースキームは「学園（教職員・スタッフ）」「生徒（在校生・OB・OG）」「保
護者（家族）」「まだ見ぬ入学生」「地元」「世界」という学園を構成する６つのステークスホルダーを表しており、多様性とワク
ワク感の熟成を意図している。

2 100 周年記念スローガン「地域とともに これからも」
大正 12 年 4 月の開学以来、地域のチカラによって成り立った羽衣学園。時を経て、地域との連携は、中高・大学ともに課外活
動や授業などを通じて受け継がれている。この繋がりがこれからもずっと続くように、そんな思いをこめて生まれたスローガン。

3 「100 周年記念サイト」を開設
2023 年に創立 100 周年を迎えた羽衣学園は「100 周年記念サイト」を開設。 100 周年にまつわる学園の歴史や記念行事などの情
報を発信している。

4 100 周年記念３企画

【第 1 弾】ありがとうメッセージ＆フォト 
「100 周年記念企画」の第 1 弾として、学園に関係のある「モノ・コト・ヒト」へのありがとうメッセージフォト（ 写真）を募集し、
公式インスタグラムに掲載。100 周年を迎える今だからこそ言える感謝のメッセージを募集。

【第 2 弾】はごろも思い出記念館 
「100 周年記念企画」の第 2 弾として、羽衣学園にゆかりのある 写真を募集し、公式インスタグラムに掲載し、「写真記念館」に
懐かしい写真を集めてみました。

【第 3 弾】100 字で綴る感謝のカタチ
「100 周年記念企画」として、羽衣学園にまつわる感謝の気持ちを 100 字で綴った作品で応募いただき、コンテストを開催。学園
への熱い思いが伝わる作品ばかりでした。

5 100 周年記念 MOVIE
創立 100 周年を記念したスペシャルムービー。本動画は羽衣国際大学放送・メディア映像学科の協力により完成した。羽衣学園
の現役生徒・学生、卒業生たちが多数出演。

6 学園沿革 MOVIE
創立 100 周年を記念したスペシャルムービー。本動画は羽衣国際大学放送・メディア映像学科の協力により完成した。ナレーショ
ンは羽衣国際大学の卒業生が担当。

No. 事業名 主催者 期日 会場 概要

1 羽衣国際大学 開学２０周年 記念講演会 羽衣国際大学 2022年9月23日（金） 羽衣学園講堂 参議院議員（前・滋賀県知事）の嘉田由紀子さんを招聘。第一部では「近い水・遠い水、近い食・遠い食～なぜ私たちは平和な世界を
求めるのか？～」と題する基調講演を、つづく第二部では、中川恵学長と「環境・政治・女性参画を語る」と題する対談を行った。

2 第38回 羽衣国際大学能楽鑑賞会 羽衣国際大学 2022年10月22日（土） アプラたかいし大ホール 創立 100 周年を迎える羽衣学園のプレ事業として開催。重要無形文化財総合指定保持者の能楽師であり、羽衣学園学術文化顧問の辰巳
満次郎師による演目「石橋連獅子」。

3 羽衣学園高等学校 松園会95周年記念式典 松園会 2022年10月23日（日） 羽衣学園講堂
創立 100 周年を迎える羽衣学園のプレイベントとして開催。第一部の式典では松園会会長喜多様がこれまでの歩みと学園への思いを語
られました。第二部は松園会合唱団による「糸」「いのちの歌」などの名曲ご披露と中高吹奏楽部の演奏。第三部は堺シティオペラによ
る特別公演「八十日間世界一周」他 11 曲。

4 現職＆若手卒業生による「夢支援・教職座談会」 夢支援プロジェクト 2023年7月23日（水） 羽衣国際大学
2023 年度から大阪で教諭として活躍している卒業生 2 名による座談会を実施。梨木教授（教職課程委員長）からの問いかけに応じて語
られる、体験談や同僚との人間関係、実際に授業で使用されたパワーポイントの紹介等は、後輩学生にとって刺激的なもので、「夢」「希
望」を分かち合う座談会となった。

5 潮風と松風薫る羽衣のまち（特別座談会） 教育後援会 2023年7月29日（土） 羽衣国際大学 地元・羽衣、東羽衣地区の歴史を写真集としてまとめられた柳本徳之氏（第１３区東羽衣あいあい会会長）を招致。 
杉原充志教授（学長特別補佐）を進行役に、柳本氏と中島智准教授（現代社会学科、地域文化政策）の特別対談を実施。

6 現職＆若手卒業生による「夢支援・公務員座談会」 夢支援プロジェクト 2023年8月6日（日） 羽衣国際大学 市役所と国立大学法人の現場で活躍中の卒業生２名が登壇。現在の仕事内容、やりがいと苦労話、さらに公務員試験の勉強中の秘話な
どを当時の指導教員である、杉原充志教授（学長特別補佐）を聞き役に座談会を実施。

7 学校法人羽衣学園創立100周年記念式典・祝賀会 学校法人羽衣学園 2023年10月21日（土）
ホテル

アゴーラリージェンシー 
大阪堺

午前の部では、教育評論家・法政大学名誉教授の尾木ママこと尾木直樹先生をお招きし、激変する日本の教育～ポストコロナの AI 時
代を生きる力～と題してこれからの社会で必要とされる力とは何かについてご講演いただきました。また、放送・メディア映像学科制
作の記念 MOVIE や沿革 MOVIE で学園の歩みを楽しんでいただき、午後の部では、大学の地域連携の取組みとして羽衣駅周辺紹介映
像作品の発表や高校ダンス部のパフォーマンスなど学園の学生・生徒の活躍を紹介しました。

8
羽衣国際大学 

第37回一般公開講座 
第38回一般公開講座

羽衣国際大学 第37回：2022年10月～12月
第38回：2023年10月～12月 羽衣国際大学

創立者・島村育人が掲げた教育理念に賛同した地域の人々から多大な支援を得て泉州に地に誕生した羽衣学園。地域への感謝を込めて
掲げた 100 周年事業のスローガン「地域とともに これからも」を一般公開講座の基調テーマに選定。2 年間にわたり 12 名の学内外の
講師がそれぞれの専攻の視点からオムニバス形式で講義を紡ぎ、教育の重要性、学問の先端性、人間教育のあり方を社会に提言する講
座としました。

9 ファミリーコンサート　創作能劇「HAGOROMO」 教育後援会 2024年2月17日（土） 羽衣学園講堂 学校法人羽衣学園学術文化顧問　辰巳 満次郎氏（宝生流シテ方能楽師）の演出・出演による能劇「HAGOROMO」を上演しました。（詳
しくは P30 教育後援会をご参照ください）

【PR 事業】

【主催事業】

【100 周年記念事業】

100周年記念MOVIE 学園沿革MOVIE
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学校法人羽衣学園創立100周年・羽衣国際大学開学20周年記念事業

寄付金募集趣意書
寄付金募集要項（概要）

名　　称 学校法人羽衣学園創立100周年・羽衣国際大学開学20周年 記念事業募金

目　　的 周年事業を記念とした学園の教育研究活動の振興と充実

目標金額 ２億円

募集期間 令和４（2022）年4月1日～ 令和9（2027）年3月31日（5年間）

募集対象
趣旨にご賛同いただける個人、法人および団体

（在学生、卒業生、教職員、学園関係者、企業、一般、一般有志など）

学園の教育研究活動の振興・充実を図るための教育環境の整備に充当

● 施設設備整備
 （食堂・特別棟など）
● グラウンド人工芝化

中学校・高等学校 大 学

使途

● 施設設備整備
 （DX事業など）

ご寄付いただきました金額につきましては、以下の基準により税制上の優遇措置を受けることが

できます。寄付金の入金確認後、領収書と寄付金控除にかかる証明書をお送りいたします。詳細

につきましては、学園ホームページの「寄付金募集」専用サイトをご確認いただくか記念事業事務

局までお問い合わせください。

この記念事業募金にご寄付いただいた方全員のご芳名を「寄付者芳名録」に記載いたします。

広報誌等にご芳名を掲載させていただく場合がございます。掲載を希望されない場合は、寄付金

お申込みの際に振込用紙等でその旨をお知らせください。

お申込金額

申込み方法

お申込みについて

寄付者の特典

税制上の優遇措置

● インターネット 
● ゆうちょ銀行

学園ホームページの「寄付金募集」専用サイトから

指定の「払込取扱票」（振込用紙）で郵便局から

個　人　の　方 1口    1万円 （１口未満のご寄付もお受けいたします）

法人・団体の方 1口  10万円 （１口未満のご寄付もお受けいたします）

学校法人 羽衣学園

ご寄付

領収書、証明書
e-Tax 税務署

確定申告

還付
税制上の優遇措置



－　－21

学友会だより

テーマに掲げた「百花繚乱」にはいろいろな花が美しく咲き乱れるという意味があり、すべての学生に咲き誇っ
てほしいという想いを込めて決定しました。今年度も通常開催で実施できることになりましたので、昨年以上
に学生、来場者の方々が笑顔の花を咲かせられるように HA ☆ GO 祭を盛り上げていきます。卒業生の皆様、
ぜひお越しください。学友会執行部一同お待ちしております。
※変更の可能性あり

卒業パーティー
3月20日に４号館2階の食堂で卒業生に向けた卒業パー
ティーを開催しました。昨年までは新型コロナウイル
スで開催を中止していましたが、今年は無事に開催す
ることができました。卒業パーティーでは、羽衣駅周
辺にある飲食店のご好意でコロッケ・中華料理やドー
ナツの提供を受け、パーティー後半では BINGO 大会
をして卒業生の皆さんに喜んでもらいました。

新入生歓迎会
4 月 3 日に 4 号館 4 階のスポーツホールで新入生歓迎会を開催しました。
新入生歓迎会では学科を超えて学生同士で交流ができるように、10 個のチームに分かれて伝言ゲームなど
を行いました。昨年よりも参加者が増え、参加した新入生から「楽しかった！」と笑顔で学友会スタッフ
にお礼を言ってくれました！

HA☆GOHA☆GO祭祭 テーマ：「百花繚乱」 日　程：2024年11月2日（土）、11月3日（日）

大学祭
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ボランティア活動
本学では、年間多くのボランティア活動依頼があり、学生を派遣してい
ます。特に近隣地域からのご依頼については、高い評価を頂き、学生が
地域の方々と交流できるよい機会となっています。

学生活動について

留学生活動

旧正月の時期に、新春パーティーを開催しています。同窓会美羽会や教育後援会からご支援いただき、

留学生と日本人学生がゲームやおしゃべりを通じて楽しく交流するイベントとして今年も開催するこ

とができました。今年は「競技かるたサークル」の学生たちが競技かるたを実演してくれて、留学生

が日本文化を知る良い機会となりました。

本交流会は留学生、日本人学生、教職員が共に

することで、お互いに理解を深め、連帯感を持

つことを目的として実施しています。2023 年

度は吹田市の万博記念公園内にある「生きて

いるミュージアム　ニフレル」（水族館）と国

立民族学博物館へ行きました。2024 年度は海

遊館、大阪港めぐりをする予定です。

2023 年 6月 4日

2024 年 1月 31日新春パーティー

留学生歓迎交流会
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合同企業研究会 インターンシップ実習

キャリア支援課だより
超早期化・超加速化している企業の採用ニーズに対応するため、キャリア支援課では常に企業との
交流・連携を深め、企業の求人動向を見極めながら、就活に必要な最新情報を随時学生に発信して
います。
キャリア支援課では、１年生からキャリア支援を行い、学生一人ひとりに寄り添い、卒業時はそれ
ぞれが志望の進路に進めるよう、しっかりとサポートしてまいります。

2024 年 3 月卒業生の主な就職先：
【現代社会学部】大阪商工信用金庫 / 堺市農業協同組合（JA 堺市）/ いずみの農業協同組合（JA いずみ
の）/（株）東京コンサルティングファーム / 関西航空サービス（株）/ エスアイエススターゲイトホテ
ル（株）/（学）エール学園 / 大東建託（株）/ 青二プロダクション /（株）FM コザ /（株）泉放送制作
/（株）クリエイティブ 30/（株）テクニコ / 和歌山市役所

【人間生活学部】合同会社 PVH ジャパン /（株）ジェイアール西日本ファッショングッズ /（株）東京芸
夢 /（株）近鉄リテーリング / ファミリー庭園（株）/ 大阪市教育委員会（教員）/ 独立行政法人地域医
療機能推進機構 / 大阪中河内農業協同組合（JA 大阪中河内）/（医）医誠会 /（医）同仁会 耳原総合病
院 /（医）生樹会 渡辺病院 / 独立行政法人国立病院機構 近畿グループ / 日清医療食品（株）関西支店 /（株）
アサヒウェルネスフーズ /（株）LEOC/ エームサービス（株）/ 京都市教育委員会等

○キャリアカウンセラーによるサポート体制及び様々な就活支援イベント

○�「キャリアコンサルタント」の国家資格を有している 3 名のスタッフが、一人ひとりの学生に対
して、自己分析、履歴書作成、模擬面接など、就活の伴走者として様々なサポートをしています。
また、学内合同企業研究会や学内採用選考会などの就活支援イベントで多くの内定を獲得してい
ます。プロカメラマンによる履歴書用写真撮影会、メイクアップ講座も開催しています。

○�また、本学のオフキャンパスの一つである、夏季と春季のキャリア実習・インターンシップには、
多くの学生が実習に参加し、職場・社会体験等の就業体験をし、社会に出るための経験を積んで
います。

キャリア支援課では、新卒求人と夏季・春季のインターンシップ実習のお受入れを広く募集しております。

キャリア支援課　TEL：072-265-7400　
MAIL：career@hagoromo.ac.jp
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強化クラブ
卒業生の皆様、いつも母校の教育振興にご支援をいただきありがとうございます。
美羽会が、短期大学から四年制大学の改組転換を経て ､ なおも継続していただいていることに感謝申し上げます。卒業
後数か月の社会人 1 年生から、数十年の人生を歩まれた方が、一堂に会することができる場は、同窓会しかありません。
益々のご発展を祈念しております。
羽衣国際大学は ､2022 年度新たに大学のスポーツ振興並びにスポーツを通した人材育成を目的として ､ スポーツ振興
課を設置しました。2023 年度には ､ 強化指定クラブ（硬式野球部 ､ 女子ソフトボール部 ､ 女子駅伝部 ､ バドミントン
クラブ）が揃ってインスタグラムを開設しました。お時間がございましたら、各クラブのインスタグラムをフォローし
ていただき、後輩たちが頑張っている姿を応援してください。
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UNIVAS AWARDS2023 － 2024 で最優秀賞受賞
一般社団法人大学スポーツ協会（UNIVAS）が主
催する UNIVAS AWARDS において、人材育成
支援に関する優秀取り組み賞で、最優秀賞を受賞
しました。
※ UNIVAS は、2019 年に創設され全国 221
大学が所属。大学スポーツを通して、学生の人間
力を高め、多様な世界に解き放ち、よりよい自分、
よりよい社会へと導くために、様々な活動や大学
に対して支援を行っています。
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共通教育開発センター （CSD） Center for Student Development

卒業生の皆様、在学生の保護者の皆様、こんにちは。

共通教育開発センター（CSD）は、2022 年度から教職協働組織となり、現在 2 名の教員、4 名の職員で、

全学共通教育科目の企画、検定資格等の取得支援、国際交流・海外研修の推進、特待生プログラム（「グロー

バル・チャレンジ・プログラム（GCP）」）の運営、羽衣学園高校との高大連携事業などを担当しています。

ここでは、担当業務の一つである国際交流・海外研修についてご報告いたします。

〇　2023 年度の海外研修、交換留学実績
羽衣国際大学では、長く続いた新型コロナウイルス感染症の影響が薄らいだ一昨年度から交換留学、海外

研修が復活しました。2022 年度は延べ 19 名の学生が海外研修、交換留学に参加し、2023 年度は下記の通り、

35 名の学生が海外に飛び立ち、研修目的を果たして無事帰国しています。

【国際交流・海外研修】

【2023 年度　本学学生参加した海外研修名、派遣先大学、派遣期間、派遣人数】

派遣先大学名 派遣先国 派遣期間 派遣人数

サンフランシスコ州立大学

San Francisco State University
アメリカ

2023 年 7 月 10 日～ 7 月 21 日 1 名

2024 年 2 月 19 日～ 3 月 1 日 1 名

2024 年 2 月 19 日～ 3 月 15 日 4 名

USLS( 国際学生リーダーシップシンポジウム )

University Scholarship Leadership Symposium
タイ 2023 年 8 月 1 日～ 8 月 4 日 2 名

釜山外国語大学校

Busan University of Foreign Studies
韓国 2023 年 8 月 7 日～ 8 月 25 日 2 名

湖西大学

Hoseo University
韓国 2023 年 8 月 7 日～ 8 月 19 日 6 名

弘光科技大学

Hungkuang University
台湾 2023 年 8 月 7 日～ 8 月 19 日 2 名

SPSCC ｻｳｽ・ﾋﾟｭｰｼﾞｪｯﾄ・ｻｳﾝﾄﾞ・ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｶﾚｯｼﾞ

South Puget Sound Community College
アメリカ 2023 年 8 月 13 日～ 8 月 26 日 6 名

マッセー大学

Massey University
ニュージーランド 2023 年 8 月 20 日～ 9 月 2 日 11 名
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それでは 2023 年度に本学学生が参加した海外研修について紹介いたします。
１．アメリカ・ワシントン州 SPSCC Summer Camp
SPSCC での Summer Camp には、６名の学生が参加しました。午前中の英語授業では実用的な英会話を
学び、午後は現地の学生と共にマウントレーニアハイキングやシアトルツアー、野球観戦等を楽しみまし
た。参加学生からは、「現地の学生が積極的に交流してくれたおかげで、英語を怖がらずに話すことが出
来るようになった。」等の声が聞かれました。

〇　海外研修プログラムの紹介

〇新規海外協定校
最後に 2023 年度、以下の新たな海外協定校が誕生したことを報告いたします。
　弘光科技大学（台湾）
　グリフィス大学（アイルランド）
　培花女子大学（韓国）
共通教育開発センター（CSD）では、一人でも多くの羽衣国際大学の学生に海外で学ぶチャンスを提供で
きるよう、今後も新たな協定校を開拓し、魅力的なプログラムを提供してまいります。

２．ニュージーランド・オークランド マッセ―大学 夏期研修
マッセ―大学の夏期研修には GCP の１年生 11 名が参加しました。学生達は現地家庭に 2 週間ホームステ
イしながら、英語やニュージーランド文化について学びました。参加学生からは、「新しい文化や価値観
に触れることで、もっと様々な文化を学びたい、色々な国で新しいことを体験したいと思うようになった。」
等の声が聞かれました。

３．タイ・バンコク USLS（国際学生リーダーシップシンポジウム）
USLS には、2 名の学生が参加しました。国際社会が抱える課題について、著名なゲストスピーカーによる
講演を聞き、英語で各国の参加者と意見を交換したり、ボランティア活動をおこないました。参加学生か
らは、「SDGs に関する講演が多く、とても興味深かった。」「世界各国の学生と交流でき、刺激を受けた。」
等の声が聞かれました。

共通教育開発センター （CSD） Center for Student Development
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≪大学のふるさと≫ 羽衣国際大学×湯浅町

■わくわくチャレンジ「料理教室」 2023 年 8 月 9 日

湯浅町教育委員会主催の「わくわくチャレンジ教室」で人間生活学科食クリエイトコース生が山本幸恵講師監
修のもと、小学校高学年 18 名を対象に、湯浅町の特産物を使ったメニューで料理教室を湯浅小学校で開催し
ました。5 班に分かれ、各班に学生たちが調理指導に付き、野菜の皮むきから料理の盛り付けまでを子どもた
ちで行い、全班が昼食に間に会うように仕上げることができました。
≪メニュー≫ 〇ビーンズカレー（湯浅産の夏野菜使用）〇ポテトサラダ（湯浅の白みそ使用）〇みかんゼリー

（湯浅のみかんジュース使用）

■わくわくチャレンジ「ミサンガ教室」 2023 年 8 月 9 日

「料理教室」と同日の午後、人間生活学科ファッションデザインコース生が光松佐和子教授監修のもと、
小学校低学年 14 名を対象に、ミサンガ作りの教室を湯浅駅舎内の「えき蔵」で開催しました。料理教室の学
生たちもアシストに入り、児童たちの個性とセンスが光るミサンガに仕上げるお手伝いをしました。

地域貢献活動



－　－29

課題解決型授業「プロジェクト演習」の令和 5 年度後
期履修生による「フリーペーパー作成による大学周辺
の地域再発見と魅力発信プロジェクト」第 3 弾を実
施しました。〈寄り道して帰りたくなるまち 〉〈 後 輩 
や 新 入 生 に 紹 介 し た く な る ま ち 〉〈ホーム
カミングしたくなるまちづくり〉を志し、取材から記
事の執筆、ペーパーの編集・発行・配布まで学生たち
が行います。今回は諏訪ノ森・船尾・石津エリアを巡り、
フリーペーパー「はごプロ VOL.3」にまとめました。
阪堺電車、石津太神社、三吉屋精肉店、長谷川牛乳店、
御屋敷再生複合施設「遊」などを紹介し、地域の魅力
発信とともに学生たちにとって自分たちが学ぶ大学地
域に対する愛着を育む活動となりました。

■堺市立西図書館で「おはなし会」開催
 2023 年 9 月

4 年ぶりの開催となった堺市西図書館主催の「いろん
なことばで絵本をたのしもう」にグローバル・チャレ
ンジ・プログラム（GCP）特待生 2 名による英語の絵
本の読み聞かせとベトナム留学生 1 名のベトナムの絵
本の読み聞かせと文化紹介を行いました。

■高石市立図書館で「おはなし会」開催 
 2024 年 1 月  

人間生活学科家庭科教諭課程履修性 12 名（2 年・3 年）
が、おはなし会を開催しました。参加学生たちは、高
石市立図書館の司書から事前講習を受けたのち、3 班
に分かれ、各班テーマを決めて絵本や数え歌などの選
定を行い、当日子どもたちに披露しました。

放送・メディア映像学科生総勢 17 名が 1 年 7 か月かけ
て、浜寺公園開園 150 周年記念プロモーションビデオ
を 2 作制作しました。1 作目は公園の四季と行事、施
設を紹介。ゆるキャラのパーキィ君とローズちゃんの
出逢いと宝探しを通して公園の美しさと楽しさを紹介
するストーリーを学生たちが創作し、地上班とドロー
ン空撮班に分かれて四季折々のシーンを撮影しました。
2 作目は公園の歴史を紹介。「公園」となる遥か昔、万
葉の時代から名勝地と謳われた証から公園として歩ん
だ波乱万丈の歴史まで、樹齢 300 年を超える老松が語
ります。右の QR コードから YouTube 動画をぜひご覧
ください。浜寺公園 HP からもご覧いただけます。

■「プロジェクト演習」によるフリーペーパー「はごプロ VOL.3」発行

■浜寺公園開園 150 周年記念 浜寺公園プロモーションビデオ制作 2022年4月～ 2023年11月

YouTube
浜寺公園
～ 150 年 の
歴史～ →

YouTube 
パーキィ君と
ローズちゃん
の 浜 寺 公 園
DEトレジャー
ハント →

地域貢献活動
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 羽衣国際大学・羽衣学園短期大学
 教育後援会発足総会
開催日：2023 年 7 月 29 日（土）
会　場：羽衣国際大学
座談会：「潮風と松風薫る羽衣のまち」
登壇者：柳本　徳之	（第 13 区東羽衣あいあい会会長）
　　　　�杉原　充志	（羽衣国際大学学長特別補佐・現

代社会学科教授）
　　　　中島　智	 （現代社会学科准教授）
2023 年 4 月に羽衣国際大学保護者会および羽衣国際大
学親羽会（保護者会役員の OB・OG の会）を母体とし
た羽衣国際大学・羽衣学園短期大学教育後援会を発足
致しました。
2023 年 7 月には、発足記念として会員を対象に教育後
援会の目的や事業活動紹介のための発足総会の開催と
ともに、大学が立地している羽衣・東羽衣地区の歴史
を振り返る特別座談会を開催いたしました。
地元在住の柳本徳之氏をお招きし、柳本氏撮影による
懐かしい羽衣地区の様子を納めた写真の数々をスク
リーンに投影しながら、杉原教授と中島准教授ととも
に羽衣地区の歴史的な背景や文化についてご紹介いた
だきました。

 保護者対象教育懇談会
実施日：2023 年 11 月 4 日（土）
会場　：羽衣国際大学
参加者：33 名

在学生保護者に向けて、普段の学生生活、成績状況、就職・
進路の状況などを知っていただく機会として開催している
教育懇談会。新型コロナウイルスの影響での Zoom による
オンライン開催を経て、2023 年度は 3 年ぶりに対面実施
にて開催いたしました。
第 1 部では、株式会社マイナビ就職情報事業本部関西ブ
ロック長の香田祐介氏による保護者のための就活セミナー
や大学職員による羽衣国際大学での海外研修・国際交流活
動の紹介、教員免許取得支援などの紹介があり、参加者の
みなさんは熱心にメモを取っていました。教員も参加した
昼食交流会の後は、教員との個別相談も行われ参加者から
はアンケートを通じて「貴重なお話がきけて良かったです」

「大学での子供の様子がよくわかりました」などのお声を
頂戴しました。

 ファミリーコンサート
開催日：2024 年 2 月 17 日（土）
会場　：羽衣学園講堂
演目　：能劇「HAGOROMO」
出演　：�辰巳満次郎（天女）、辰巳

大二郎（白竜）、羽衣国際
大学学生有志（漁師、天女）

演奏　：�貞光智宣（笛）、上田敦史（小鼓）、森山康幸（大鼓）、
前川光範（太鼓）、辰巳孝弥（地謡）、石黒実都（後
見）、花輪裕美（パイプオルガン）、羽衣学園中学・
高等学校吹奏楽部

2023 年度のファミリーコンサートでは、学校法人羽衣学
園創立 100 周年記念事業として、学校法人羽衣学園学術文
化顧問のシテ方宝生流能楽師 辰巳満次郎氏の演出・出演
による能劇「HAGOROMO」を上演いたしました。
能劇「HAGOROMO」は能の演目である「羽衣」を下地に、
学園創立 100 周年をお祝いする意味を込めて辰巳満次郎先
生が制作されましたが、講堂設置のパイプオルガンや羽衣
学園中学・高等学校吹奏楽部の演奏を劇中に取り入れ、放
送・メディア映像学科生が制作したアニメーション動画を
背景に在学生有志が漁師役や天女役として辰巳先生たち
と舞を舞うなど、当日ご来場いただいた約 700 名の観客の
みなさまとともに学園全体を挙げて創立 100 周年を大いに
盛り上げました。ご来場のみなさまからはアンケートを通
じて「皆様のすばらしいお声、ゆったりした音楽、踊り、
とてもよかったです」「能と学生たちの共演が興味深かっ
た」など多くの声が寄せられました。

 日帰り研修旅行
実施日：2023 年 12 月 2 日（土）
研修先： 滋賀県江八幡市およびラ コリーナ近江八幡
参加者：51 名
教育後援会会員同士の交流と研鑽を目的としたバス旅行を
企画開催いたしました。
中川学長、石川副学長、羽衣国際大学・羽衣学園短期大学
同窓会美羽会の濱下名誉会長、花川会長にもご参加いただ
き、近江商人の町として知られる近江八幡市内の歴史的建
造物郡保存地区や八丁堀をボランティアガイドによる解説
付きで散策しました。散策後には近江牛西川さんにて近江
牛ランチに舌つづみ。食事を挟んで会員同士も距離が縮ま
りました。
その後、株式会社たねやが運営するラ コリーナに移動し、
焼きたてのバウムクーヘンを楽しんだり、家族や友人への
お土産を購入するなど充実した研修旅行となりました。

教育後援会
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期
大
学
教
育
後
援
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
目
野
祐
子  

教
育
後
援
会
発
足
一
年
を
迎
え
て

　　

卒
業
生
の
皆
様
に
置
か
れ
ま
し
て
は
、
い
よ
い
よ
ご
壮

健
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

羽
衣
国
際
大
学
・
羽
衣
短
期
大
学
教
育
後
援
会
会
長
を
務

め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
、
目
野
祐
子
と
申
し
ま
す
。

こ
の
度
は
、
教
育
後
援
会
発
足
1
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
5
年
に
発
足
し
た
教
育
後
援
会
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

在
学
生
の
保
護
者
の
み
で
組
織
さ
れ
て
い
た
「
保
護
者
会
」

と
、
お
子
様
が
ご
卒
業
さ
れ
た
保
護
者
で
組
織
さ
れ
て
い
た

「
親
羽
会
」
と
が
新
旧
の
垣
根
を
超
え
共
に
活
動
し
て
参
り

ま
し
た
。

家
計
急
変
学
生
に
対
す
る
一
時
給
付
金
、
強
化
ク
ラ
ブ
の

コ
ー
チ
・
監
督
報
酬
の
支
援
、
保
護
者
向
け
の
教
育
懇
談
会

な
ど
、
大
規
模
校
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
学
生
や
保
護
者
、
教

職
員
と
近
い
距
離
で
実
現
で
き
る
事
も
多
か
っ
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
学
生
た
ち
が
夢
を
追
い
、
自
ら
の
可
能
性
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

改
め
て
、
こ
の
一
年
間
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
今
後
と
も
教
育
後
援
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

羽衣国際大学：https://www.hagoromo.ac.jp/美羽会：https://www.hagoromo.ac.jp/miwa/ホームページ

新企画の「デリバリ－同窓会」を福岡県で開催しました。
参加者の羽衣に対する強い愛と誇りを感じ、感動いたしました。
これから大学を卒業される方々にとっても、羽衣に愛を感じてもらえ
ることを願っております。                                      ＜一筆　佳子＞

卒業生のみなさまには、学校法人羽衣学園創立100周年事業にあた
り寄付や事業への参加を通じて多大なご協力を賜り、厚く御礼申し上
げます。

羽衣国際大学では過去最高となる340名（3年次編入学生含む）の新
入生を迎え、令和6年度の学生生活がスタートいたしました。新型コ
ロナウイルス感染症の収束に伴い、キャンパス内には学生たちの笑い
声があふれています。学生たちも地域イベントや海外研修などキャン
パスを飛び出す活動が増えており、今号の大学ページでは100周年
記念事業と学生たちの活動を中心にご紹介させていただきました。

＜大学　桑原＞

ご
退
職
（
敬
称
略
）

『
長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
』

教　

授	
	

浮
田　

哲

准
教
授	

	

金　

艶
華

専
任
講
師	

	

渡
壁　

京
子

専
任
講
師	

	

館
野　

浩
司

キ
ャ
リ
ア
支
援
課	

	

大
島　

靖
子

共
通
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー		


	

ロ
ジ
ャ
ー
ズ　

絵
里
子

共
通
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー		


	

ス
プ
リ
ン
ガ
ー
・
ド
ー
ン
・
エ
イ
ミ
ー

（
令
和
6
年
5
月
31
日
現
在
）

お
悲
し
み
（
敬
称
略
）

名
誉
教
授	

	

中
野　

眞
作

		


令
和
五
年
七
月

元
准
教
授

	

橋
本　

直
紀

		


令
和
六
年
三
月

短
大
４
期

	

大
城　

緑

		


令
和
四
年
十
月

短
大
26
期

	

吉
田　

明
子

		


令
和
四
年

短
大
21
期

	
神
野　

広
子

		


没
年
不
詳

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◦慰霊祭のご案内　日時：9月18日（水）14時～　場所：学 園 講 堂
　※卒業生で亡き恩師・同窓の御霊に拝礼をご希望される方はご参加いただけます。

　卒業生の方が転職、進学、資格取得等のために各種証明書が
必要な場合には、本学ホームページから「証明書交付願」を印刷、
所要事項を記入し、手数料相当額の切手・返信用封筒（切手を貼
付し住所・氏名を明記）・身分証明書のコピーを同封の上、教務
支援課へ郵送してくだい。なお、直接来学される場合は、事前に
ご連絡をお願いいたします。
※詳細はホームページをご覧ください。

申込先：羽衣国際大学　教務支援課
〒592-8344　大阪府堺市西区浜寺南町1-89-1
TEL：072-265-7102　受付時間：月〜金・9時〜16時30分

各種証明書の発行について

※土・日・祝日・夏季・年末年始休業期間、開学記念日は受付いたしません。

卒業証明書 200 円

成績証明書 200 円

司書資格修得証明書 200 円

学芸員資格修得証明書 200 円

英字
卒業証明書 400 円

成績証明書 400 円

※郵送の場合は別途郵送料が必要となります。
※その他の証明書についてはお問合せください。

授
業
公
開
講
座
に
つ
い
て

社
会
人
一
般
の
方
を
対
象
に
「
授
業
公
開
講

座
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
授
業
を
在
学

生
と
共
に
受
講
い
た
だ
く
も
の
に
な
り
ま
す
。
単

位
の
認
定
は
行
な
い
ま
せ
ん
が
、
全
15
回
の
授
業

の
3
分
の
2
以
上
を
聴
講
さ
れ
た
方
に
「
修
了
証

書
」
を
授
与
い
た
し
ま
す
。

開
講
科
目
等
募
集
要
項
に
つ
い
て
は
、
前
期
、

後
期
と
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
講
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

聴講料　１科目につき
8,000円（全15回分）



羽衣国際大学・羽衣学園短期大学同窓会
美 羽 会

（事務局開室日：月・水・金）
〒592-8344 大阪府堺市西区浜寺南町1-89-1

TEL/FAX（072）265-3091
E-mail：miwakai@hagoromo.ac.jp

ホームページ：https://www.hagoromo.ac.jp/miwa/

差出人：（株）サラト　〒670-0948 姫路市北条宮の町172
返還先：羽衣国際大学内　　サラトメールセンター
　　　　〒592-8344 大阪府堺市西区浜寺南町1- 89 -1　

会報送付に関する重要なお知らせを本誌 2 ペ－ジに掲載しております
継続して会報送付を希望される方は、必ずご連絡をお願いいたします

大 切 な お 知 ら せ


